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地方議会議員年金制度についての全国市議会議長会意見
全国市議会議長会では、昨年１２月４日に開催された第５回
地方議会議員年金制度検討会において、総務省から示された
「給付と負担の見直し案」のＡ案及びＢ案のいずれの案も受け入
れることができないことを表明するとともに、全国市議会議長会案
（以下「本会案」）を提案したところである。

市議会議員年金については、平成１４年及び１８年の２度の改
正において、大幅な給付の引き下げと負担の引き上げが行われた
ところであり、現行の市議会議員の掛金率は１６％と極めて高率で、
議員負担は既に自助努力の限界に達している。

１０月５日に総務省から示された地方議会議員年金制度の見
直しについての考え方は、「市議会議長会の存続案は、国民の理
解が得られにくいと考えるので、否定的であることをご理解願いた
い。」というもので、本会案は受け入れられなかった。

全国市議会議長会では、本会案が受け入れられない場合に
は、国会議員互助年金制度の廃止の例により、地方議会議員年
金制度を廃止することもやむを得ないものとしてきたところである。

よって、全国市議会議長会としては、この際、地方議会議員年
金制度を廃止することとし、廃止にあたっては以下の措置を講ずる
ことを求める。

１ 既裁定者には、現行制度に基づく給付を行うこと。
２ 地方議会議員年金制度の廃止時において退職年金受給資
格を有する者については、退職年金または退職一時金のいず
れかの給付を受けることを選択できるようにすること。
３ 退職年金受給資格を有する議員が退職年金を選択した場
合においては、現行制度に基づく給付を行うこと。
４ 退職一時金については、議員が納付した掛金及び特別掛金
の総額の８０％を給付することとすること。

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
は
廃

止
を
。
１１
月
５
日
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
本
会
の
臨
時
部
会
長
会
議

で
、
議
員
年
金
制
度
に
つ
い
て
の

全
国
市
議
会
議
長
会
と
し
て
の
意

見
を
ま
と
め
、
同
日
夕
、
五
本
会

長
が
片
山
総
務
大
臣
に
意
見
を
提

出
し
た
�
意
見
は
左
掲
。

議
員
年
金
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
１０
月
５
日
、
逢
坂
総
務
大

臣
政
務
官
か
ら
「
市
議
会
議
長
会

の
存
続
案
は
、
国
民
の
理
解
が
得

ら
れ
に
く
い
と
考
え
る
の
で
、
否

定
的
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い

た
い
」
と
の
総
務
省
の
考
え
方
が

示
さ
れ
た
�
本
会
案
は
既
報
。

こ
れ
を
受
け
本
会
で
は
１０
月
１５

日
、
議
員
年
金
対
策
会
議
・
部
会

長
会
議
合
同
会
議
を
開
き
対
応
を

協
議
し
た
。
合
同
会
議
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
本
会
案
が
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
国
会
議
員

互
助
年
金
制
度
の
廃
止
の
例
に
よ

り
、
制
度
廃
止
も
や
む
を
得
な

い
」
と
の
方
針
の
と
お
り
「
こ
の

際
、
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
」
と

し
た
う
え
、
廃
止
に
あ
た
っ
て
措

置
を
求
め
る
事
項
を
示
す
本
会
の

意
見
案
を
ま
と
め
た
。
意
見
案
を

も
と
に
各
部
会
で
は
、
部
会
と
し

て
の
意
見
を
集
約
。
結
果
、
全
９

部
会
で
意
見
案
の
賛
同
を
得
た
。

１１
月
５
日
の
部
会
長
会
議
で
は

各
部
会
の
意
見
を
踏
ま
え
た
本
会

と
し
て
の
最
終
意
見
を
協
議
、
意

見
案
ど
お
り
本
会
意
見
が
ま
と
ま

っ
た
。
意
見
の
提
出
は
、
都
道
府

県
、
町
村
の
両
議
長
会
も
個
々
の

意
見
に
よ
り
行
っ
た
が
、
こ
れ
を

受
け
総
務
省
が
制
度
見
直
し
の
結

論
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

会
議
で
は
、
廃
止
時
の
退
職
一

時
金
給
付
を
議
員
納
付
の
掛
金
・

特
別
掛
金
総
額
の
８０
％
は
死
守
す

べ
し
と
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会

長
�
五
本
幸
正
・
富
山
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
５
日
、
東

京
で
理
事
会
を
開
き
、
平
成

２３
年
度
予
算
大
綱
（
案
）
を

示
し
た
。

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度

の
見
直
し
が
不
確
定
な
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
金
・

一
時
金
の
費
用
を
扱
う
給
付

経
理
に
お
い
て
は
、
現
行
の

掛
金
率
・
負
担
金
率
等
で
予

算
を
作
成
し
、
制
度
の
見
直

し
が
確
定
し
た
際
に
、
確
定

後
の
制
度
で
予
算
変
更
を
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
理
事
会
に
先

立
ち
開
催
さ
れ
た
臨
時
部
会

長
会
議
の
取
り
ま
と
め
に
よ

る
議
長
会
意
見
に
つ
い
て
説

明
。
意
見
を
総
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1778号１１月１５日平成22年
（2010年）

平成２２年１１月５日
全国市議会議長会
臨時部会長会議

廃止案を取りまとめた臨時部会長会議（中央は五本会長）

議議
員員
年年
金金
制制
度度
はは
廃廃
止止
をを

本会部会長会議

全
国
市
議
会
議
長
会
意
見
を
総
務
大
臣
に
提
出

共済会・２３年度予算大綱（案）を了承
あ
い
さ
つ
す
る
五
本
会
長

（１） 平成２２年１１月１５日 第１７７８号
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第
７４
回
理
事
会
終
了
後
に
開
催

さ
れ
た
衆
・
参
基
地
関
係
委
員
会

委
員
と
の
要
望
懇
談
会
に
は
、
原

口
一
博
・
衆
議
院
総
務
委
員
会
委

員
長
、
平
野
博
文
・
衆
議
院
安
全

保
障
委
員
会
委
員
長
、
那
谷
屋
正

義
・
参
議
院
総
務
委
員
会
委
員

長
、
佐
藤
公
治
・
参
議
院
外
交
防

衛
委
員
会
委
員
長
ら
２９
人
の
衆
参

両
院
議
員
が
駆
け
付
け
た
。
代
理

出
席
者
も
２３
人
に
及
び
、
理
事
会

に
引
き
続
い
て
参
加
し
た
基
地
協

の
正
副
会
長
・
監
事
・
理
事
の
熱

意
を
直
接
、
国
会
関
係
者
へ
届
け

る
に
は
最
高
の
舞
台
が
整
っ
た
。

懇
談
会
で
は
協
議
会
を
代
表
し

栗
原
伸
夫
副
会
長
（
久
留
米
市
）

が
総
務
省
関
係
、
青
�
愼
副
会
長

（
綾
瀬
市
）
が
防
衛
省
関
係
の
要

望
実
現
を
そ
れ
ぞ
れ
訴
え
た
。

石
川
基
地
協
会
長
が
挨
拶
、
左
は
広
田
防
衛
大
臣
政
務
官

２９
人
の
国
会
議
員
出
席

【上】栗原副会長【下】青�副会長

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
一
郎
・
千
歳
市

議
会
議
長
）
は
１１
月
４
日
、
東
京

・
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
第
７４
回

理
事
会
を
開
催
し
た
の
ち
、
衆
・

参
基
地
関
係
委
員
会
委
員
と
の
要

望
懇
談
会
を
開
き
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
強
化
に
向
け
た
活
動
を

展
開
し
た
。
ま
た
、
懇
談
会
終
了

後
に
は
、
理
事
会
で
取
り
ま
と
め

た
重
点
要
望
項
目
等
の
実
現
に
向

け
、
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

理
事
会
で
ま
と
め
た
重
点
要
望

は
▽
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

（
総
務
省
所
管
）
の
所
要
額
確
保

等
▽
基
地
周
辺
対
策
経
費
（
防
衛

省
所
管
）
の
所
要
額
確
保
等
▽
環

境
整
備
法
の
一
部
改
正
法
案
の
早

期
成
立
▽
補
助
金
の
一
括
交
付
金

化
―
―
の
４
本
柱
。
い
ず
れ
も
基

地
関
係
施
設
を
抱
え
る
自
治
体
に

と
っ
て
、
切
実
な
要
望
事
項
。

重
点
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
の
の
ち
に
開
催
し
た
要
望
懇

談
会
で
、
出
席
し
た
国
会
議
員
に

対
し
実
現
に
向
け
た
協
力
を
求
め

た
ほ
か
、
懇
談
会
終
了
後
の
要
請

活
動
で
も
面
談
し
た
政
府
・
与
党

関
係
者
に
対
し
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
促
す
よ
う
求
め
た
。

な
お
、
理
事
会
に
は
来
賓
と
し

て
、
広
田
一
・
防
衛
大
臣
政
務
官

が
出
席
、
あ
い
さ
つ
し
た
ほ
か
、

総
務
省
自
治
税
務
局
固
定
資
産
税

課
の
谷
口
均
・
課
長
補
佐
、
防
衛

省
地
方
協
力
局
地
方
協
力
企
画
課

の
松
田
尚
久
・
政
策
企
画
室
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
２３
年
度
予
算

概
算
要
求
に
関
し
説
明
し
た
。

基
地
関
係
委
員
長
４
人
が
列
席

実
行
運
動
班
を
編
成

衆
・
参
基
地
関
係
委
員
会
委
員

と
の
要
望
懇
談
会
終
了
後
、
基
地

協
で
は
石
川
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
実
行
運
動
班
を
編
成
し
、
重
点

要
望
等
の
実
現
に
向
け
、
政
府
・

与
党
へ
要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

特
に
当
日
、政
府
関
係
者
で
は
、

鈴
木
克
昌
・
総
務
副
大
臣
、
安
住

淳
・
防
衛
副
大
臣
、
逢
坂
誠
二
・

総
務
大
臣
政
務
官
に
面
談
し
た
ほ

か
、
与
党
関
係
者
で
は
、
加
賀
谷

健
・
民
主
党
陳
情
対
応
本
部
副
本

部
長
（
総
務
）
兼
同
党
企
業
団
体

対
策
副
委
員
長
（
総
務
関
係
）
、

楠
田
大
蔵
・
同
党
企
業
団
体
対
策

委
員
長
代
理
と
面
談
し
た
。

実
行
運
動
班
の
メ
ン
バ
ー
は
、

▽
千
歳
市
（
会
長
）
▽
小
牧
市
（
副

会
長
・
会
長
職
務
代
理
）
▽
旭
川

市
（
副
会
長
）
▽
東
松
島
市
（
同
）

▽
加
賀
市
（
同
）
▽
昭
島
市
（
同
）

▽
武
蔵
村
山
市
（
同
）
▽
和
泉
市

（
同
）
▽
境
港
市
（
同
）
▽
久
留

米
市
（
同
）
▽
上
富
良
野
町
（
同
）

▽
滝
沢
村
（
同
）
▽
佐
世
保
市
（
相

談
役
）
―
―
の
各
議
長
。

鈴木総務副大臣（上）安住防衛副大臣（下）と面談し実行運動班は基地施策に関する要望への理解を求めた

本 会
基地協

理理
事事
会会
・・
要要
望望
懇懇
談談
会会
をを
開開
催催

要
請
活
動
を
展
開
・
関
係
施
策
強
化
求
め
る

第１７７８号 平成２２年１１月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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卒卒
後後
研研
修修
制制
度度
がが

医医
療療
崩崩
壊壊
のの
原原
因因
？？

医
師
不
足
の
原
因
に
卒
後
臨
床

研
修
制
度
を
挙
げ
る
人
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
結
論
か
ら
言
え
ば

研
修
制
度
導
入
は
医
師
不
足
を
顕

在
化
し
た
と
言
う
見
方
が
正
解
。

医
療
の
進
歩
と
と
も
に
、
現
場

は
忙
し
く
な
る
ば
か
り
で
し
た

が
、
世
界
か
ら
乖
離
す
る
医
師
不

足
に
、
卒
後
研
修
制
度
導
入
以
前

ま
で
は
、
ど
う
に
か
踏
ん
張
っ
て

き
ま
し
た
。
外
国
の
医
療
者
か
ら

「
日
本
の
医
師
は
聖
職
者
意
識
さ

な
が
ら
に
働
い
て
い
る
」
と
驚
か

れ
ま
す
が
、
陰
で
は
長
時
間
労
働

と
一
人
何
役
に
文
句
も
言
わ
ず
働

い
て
い
る
人
と
し
て「
ク
レ
イ
ジ
ー
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
の
医
師
が
一
人
何
役
も
果

た
し
て
い
る
と
い
う
意
味
は
、
欧

米
で
は
救
急
や
腫
瘍
内
科
（
抗
癌

剤
治
療
）、
緩
和
ケ
ア
、
痲
酔
科
、

放
射
線
科
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

医
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す
が
、

日
本
で
は
、
こ
れ
ら
専
門
医
が
本

来
担
当
す
べ
き
治
療
ま
で
、
内
科

や
外
科
等
の
非
専
門
医
が
受
け
持

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。

し
か
し
日
本
の
医
師
の
頑
張
り

も
平
成
１６
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た

卒
後
臨
床
研
修
制
度
で
、
崩
壊
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
医
学
部
卒
後
に

２
年
間
の
内
科
や
外
科
等
の
研
修

を
義
務
づ
け
る
も
の
で
、
幅
広
く

診
療
が
可
能
な
医
師
を
育
て
る
目

的
で
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。
目

的
は
良
し
だ
っ
た
の
で
す
が
、
２

年
の
研
修
期
間
中
に
若
手
医
師
は

単
独
診
療
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
２
年
分
１
万
５
０
０
０
人
の

医
師
が
臨
床
現
場
か
ら
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
１６
年
に
研
修
制
度
が
導
入

さ
れ
る
ま
で
は
、
若
手
医
師
の
多

く
は
卒
業
し
た
大
学
の
医
局
に
入

局
、
そ
の
後
は
地
方
の
病
院
へ
派

遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
導

入
後
に
は
そ
の
体
制
が
崩
れ
、
若

手
医
師
の
多
く
は
、
自
分
の
希
望

す
る
都
会
や
有
名
病
院
を
選
択
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
地
方
大
学
の

医
局
は
極
端
な
若
手
医
師
不
足
と

な
っ
た
の
で
す
。

大
学
の
医
局
は
、
自
身
の
臨
床

や
教
育
・
研
究
機
能
を
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
地
域
病
院
か
ら

派
遣
し
て
い
た
中
堅
や
若
手
医
師

を
大
学
に
呼
び
戻
し
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
全
国
で
医
師
不
足
が

一
気
に
顕
在
化
し
て
医
療
崩
壊
が

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
期
に
及
ん
で
も
医
師
不
足

の
原
因
は
偏
在
と
決
め
つ
け
た
報

道
を
見
聞
き
し
ま
す
が
、
現
実
を

知
れ
ば
医
師
不
足
の
「
真
の
原
因

は
絶
対
数
不
足
」
で
あ
る
こ
と
が

ご
理
解
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。

本
紙
第
１
７
７
６
号
か
ら
引
き
続
き
、
本
田
宏
・
済
生
会

栗
橋
病
院
副
院
長
か
ら
の
寄
稿
文
を
掲
載
し
ま
す
。

日日
本本
のの
医医
療療
費費
はは
なな
ぜぜ
安安
いい
のの
かか

日
本
の
医
療
機
関
は
個
室
代
等

を
除
き
、
診
察
や
治
療
代
金
を
勝

手
に
決
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
の
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）

が
、
診
療
報
酬
点
数
と
し
て
診
察

や
治
療
料
金
を
細
部
に
い
た
る
ま

で
決
め
て
い
ま
す
。

現
在
多
く
の
病
院
が
赤
字
で
、

病
院
閉
鎖
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
と
世
界
の
医
療
費
を
比

較
し
て
み
る
と
、
盲
腸
（
急
性
虫

垂
炎
）
で
入
院
手
術
を
し
た
時
の

総
医
療
費
（
病
院
が
受
け
取
る
料

金
）
で
は
日
本
の
病
院
は
盲
腸
で

手
術
し
て
７
日
入
院
し
た
時
に
か

か
る
医
療
費
総
額
（
手
術
・
薬
剤

費
、
入
院
料
、
食
事
料
金
等
）
が

４０
万
円
程
度
で
す
。
一
方
、
欧
米

で
は
１
〜
３
泊
の
入
院
で
１
０
０

万
円
以
上
が
普
通
で
、
ア
ジ
ア
諸

国
も
日
本
よ
り
高
い
の
で
す
。

道
路
公
団
民
営
化
前
ま
で
は
、

上
り
下
り
１
�
お
き
両
側
に
設
置

し
て
い
る
高
速
道
路
の
緊
急
電
話

は
１
台
２
５
０
万
円
（
原
価
４０
万

円
程
度
）
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
一

方
日
本
は
胃
癌
で
４
週
間
入
院
手

術
し
て
も
総
医
療
費
は
１
２
０
万

円
、
な
ん
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
１

台
よ
り
安
く
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
値
段
設
定
（
診
療
報
酬
点

数
）
で
、
日
本
の
病
院
が
黒
字
に

な
れ
る
と
思
い
ま
す
か
。
こ
の
実

態
を
ご
存
じ
な
い
と
、
病
院
は
儲

か
る
は
ず
と
豪
華
病
院
を
建
設
し

た
り
、
赤
字
は
病
院
の
責
任
と
閉

鎖
し
た
り
す
る
こ
と
が
起
き
る
。

日日
本本
のの
病病
院院
はは
ママ
ンン
パパ
ワワ
ーー
不不
足足

医
師
不
足
の
日
本
で
す
が
、
医

師
以
外
の
病
院
職
員
数
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
表
１
は
米
国
の
病
院
と

日
本
の
国
立
病
院
、
そ
し
て
私
の

所
属
す
る
済
生
会
栗
橋
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
数
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

入
院
ベ
ッ
ド
数
は
皆
３
０
０
床
程

度
で
す
が
、
米
国
の
病
院
の
職
員

数
が
日
本
と
比
較
に
な
ら
な
い
く

ら
い
多
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

世
界
は
医
療
の
進
歩
に
と
も
な

い
、
医
師
だ
け
で
な
く
看
護
師
や

医
療
秘
書
等
、
多
く
の
マ
ン
パ
ワ

ー
を
医
療
現
場
に
投
入
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
医
療
費
抑

制
で
す
か
ら
医
療
費
削
減
の
結
果

病
院
は
赤
字
、
公
的
病
院
で
は

「
定
員
」
の
壁
も
あ
っ
て
、
医
師

や
看
護
師
を
補
助
す
る
職
種
を
雇

用
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

医
師
は
当
直
明
け
も
な
い
３２
〜

３６
時
間
連
続
勤
務
が
常
態
化
、
さ

ら
に
一
人
何
役
、
そ
し
て
医
師
を

補
助
す
る
医
療
秘
書
も
不
在
で
保

険
診
断
書
作
成
ま
で
こ
な
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
待
ち
時
間
の
短
縮

は
お
ろ
か
、
患
者
さ
ん
へ
納
得
い

く
丁
寧
な
説
明
、
ま
し
て
や
医
療

安
全
を
守
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
す
。

（
次
号
へ
続
く
）

地地
域域
医医
療療
崩崩
壊壊
のの
深深
層層
とと

再再
生生
へへ
のの
処処
方方
箋箋

〈２〉

埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
副
院
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長

本
田

宏
氏

済生会栗橋病院
２００１

３１０床

４７４（４４）人

１．５倍

４７（４）人

２３９（２８）人

３０「３０」人

４人

５人

５人

３４「３４」人

０人

１９８（１２）「２０」人

日本Ｓ国立病院
１９９２

３１０床

２００人

０．６倍

３９（１６）人

８５人

１５人

７人

０人

０人

０人

０人

５４人

ボストンS.E病院
１９９２

３５０床

２０１１人

５．７倍

３７１（２９６）人

６２０（１００）人

６４人

１２０人

１１３人

９０人

７５人

１７人

５４１人

病院名

ベッド

職員

職員／ベッド

医師

看護師

看護助手

栄養士

レジデント

秘書

ハウスキーパー

患者運搬専任係

その他

（ ）非常勤数 「 」外注委託

〈表１〉日米病院職員数の比較（低開発国並みの日本の病院）

「病院が消える 苦悩する医者の告白」高岡善人 講談社より改編

（３） 平成２２年１１月１５日 第１７７８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
井
啓
裕
・
帯
広
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
５
日
、
東
京
・

全
国
町
村
会
館
で
理
事
会
を
開

き
、
平
成
２３
年
度
政
府
予
算
に
お

け
る
広
域
行
政
圏
関
連
施
策
に
つ

い
て
の
要
望
を
決
定
し
た
。

平
成
２１
年
３
月
に
広
域
行
政
圏

計
画
策
定
要
綱
は
廃
止
さ
れ
た
が
、

日
常
生
活
圏
の
広
が
り
に
対
応
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
高
度
化
す
る
行
政

事
務
へ
対
応
す
る
た
め
、
広
域
的

な
連
携
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
要
望
に
は
▽
広
域
行

政
圏
施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
措

置
の
拡
充
強
化
▽
新
た
な
広
域
連

携
の
早
急
な
構
築
▽
情
報
・
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
の
地
域

経
済
基
盤
施
策
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置
の
拡
充
強
化
―
―
の
３
項

目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

会
議
終
了
後
、
石
井
会
長
と
戸

�
裕
之
副
会
長
（
宮
崎
市
議
会
議

長
）
は
、
鈴
木
克
昌
・
総
務
副
大

臣
ら
に
面
談
す
る
な
ど
要
望
の
実

現
を
求
め
実
行
運
動
を
実
施
し
た
。

な
お
当
日
は
、
総
務
省
自
治
行

政
局
の
島
田
勝
則
・
市
町
村
体
制

整
備
課
理
事
官
が
「
広
域
行
政
を

め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
西
條
正
道
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
は
１１
月
４

日
、
自
治
体
病
院
の
経
営
安
定
に

向
け
、
正
副
会
長
・
監
事
ら
に
よ

る
要
望
運
動
を
実
施
し
た
。

西
條
会
長
を
は
じ
め
、
川
畑
一

隆
副
会
長（
町
田
市
議
会
議
長
）、

住
谷
幸
伸
副
会
長
（
高
松
市
議
会

議
長
）、二
瓶
雄
吉
監
事
（
釧
路

市
議
会
議
長
）の
４
人
か
ら
な
る

実
行
運
動
班
は
、
岡
本
充
功
・
厚

生
労
働
大
臣
政
務
官
、
逢
坂
誠
二

・
総
務
大
臣
政
務
官
ら
に
面
談

し
、
自
治
体
病
院
の
窮
状
な
ど
を

訴
え
た
。

特
に
、
自
治
体
病
院
は
公
的
医

療
機
関
で
な
け
れ
ば
対
応
困
難
な

多
く
の
不
採
算
医
療
を
担
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
医
師
不
足
・
偏
在

の
問
題
を
抱
え
、
医
療
制
度
改
革

や
診
療
報
酬
見
直
し
等
に
よ
っ
て

経
営
は
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
、
休
止
・
閉
院
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
病
院
も
あ
る
な
ど
、
深
刻
な

事
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
要
望
で
は
、
▽
地
方
交
付
税

措
置
な
ど
の
財
政
支
援
措
置
の
充

実
強
化
▽
医
師
不
足
が
深
刻
な
診

療
科
へ
の
緊
急
的
か
つ
実
効
性
の

あ
る
支
援
措
置
▽
救
急
医
療
体
制

の
確
保
・
充
実
―
―
な
ど
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
住
谷
幸
伸
・
高
松

市
議
会
議
長
）
は
１１
月
８
日
、
東

京
・
全
国
都
市
会
館
で
理
事
会
を

開
催
し
、
平
成
２２
年
度
高
速
道
路

建
設
促
進
に
関
す
る
要
望
を
決
定

し
た
。

高
速
自
動
車
国
道
は
流
通
や
観

光
な
ど
の
経
済
効
果
に
加
え
、
広

域
救
急
医
療
及
び
災
害
時
の
緊
急

輸
送
な
ど
に
資
す
る
重
要
な
社
会

基
盤
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
規
格

幹
線
道
路
網
の
供
用
率
は
依
然
と

し
て
６
割
台
に
過
ぎ
ず
、
現
下
の

経
済
情
勢
及
び
公
共
事
業
政
策
を

取
り
巻
く
情
況
と
相
ま
っ
て
、
地

方
圏
に
お
け
る
高
速
道
路
建
設
の

更
な
る
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

高
速
道
路
は
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
（
未
開
通
区
間
）
が
解
消
さ
れ

て
こ
そ
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
高
速
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
完
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
要
望
で
は
▽
高
規
格

幹
線
道
路
網
整
備
の
恒
久
財
源
確

保
▽
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
促
進
―
―
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
住
谷
会
長
を
は

じ
め
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

ら
の
１４
名
か
ら
な
る
実
行
運
動
班

を
編
成
。
池
口
修
次
・
国
土
交
通

副
大
臣
ら
に
面
談
す
る
な
ど
要
望

運
動
を
行
っ
た
。

な
お
、
理
事
会
で
は
「
高
速
道

路
を
め
ぐ
る
現
状
」
に
つ
い
て
、

全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
の
日

高
健
・
事
務
局
長
代
行
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

山
�
享
一
氏
（
蓮
田
市
議
会
議

長
）１１

月
１
日
逝
去
、
７１
歳
。
葬
儀

は
１１
月
５
日
、
上
尾
市
内
で
執
り

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男
、
祐
史

さ
ん
。

高
速
道
路
整
備
の
恒
久
財
源
確
保
を

広
域
協
が
理
事
会
開
催

高
速
協
議
会
が
理
事
会
開
く

早
急
に
新
た
な
広
域
連
携
の
構
築
を

池
口
修
次
・
国
土
交
通
副
大
臣
に
面
談

鈴
木
・
総
務
副
大
臣（
中
央
）に
要
望

自治体
病院協

役
割
に
応
じ
た
財
政
支
援
を

役
員
ら
が
要
望
運
動
を
実
施

逢
坂
誠
二
・
総
務
大
臣
政
務
官
と
面
談

岡
本
・
厚
労
大
臣
政
務
官（
中
央
）に
要
望
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